
2026年6月26日（金曜日）19:00‐20:30

大磯プリンスホテル 「高砂」
住所：神奈川県中郡大磯町国府本郷546 TEL：0463-61-1111

（Hybrid開催） WEB参加登録

湘南藤沢徳洲会病院 リウマチ・膠原病・アレルギー科

部長 中下珠緒 先生

クローバーホスピタル

名誉院長 鈴木勇三 先生

座長

会場

日時

「遺伝性血管性浮腫治療のパラダイムシフト」

～治療負荷の軽減を目指して～

演者

座長

演者

遺伝性血管性浮腫(HAE)の診断と治療のUpdate
～ アナエブリ皮下注200mgペン発売1周年記念講演会～

主催：CSLベーリング株式会社

JPN-AND-0504

2026年5月作成 E-1117

東海大学医学部専門診療学系皮膚科学

教授 馬渕智生 先生

秋田大学大学院医学系研究科皮膚科学・形成外科講座

教授 河野通浩 先生

Session１

19:00~19:30

「HAE診療で遺伝子診断をどう活用するか：

HAE-nC1INH（HAE3型）を中心に」

Session 2

19:30~20:30

会場ではお弁当をご用意しております

URL: https://x.gd/S9Nm0



ご視聴登録時にご芳名・ご所属・メールアドレスなどの個人情報をいただく場合がございます。ご提供いただいた個人情報は、本講演会のご参加確認・

フォローアップ、弊社製品およびサービスの説明、教育、プロモーション等の情報・資材の提供、または、面談予約目的で使用させていただきます。

弊社は、弊社プライバシーポリシーhttps://privacy.csl.com/）に従って、個人情報を安全かつ適切に管理いたします。

お問い合わせ先：CSLベーリング株式会社

血友病・遺伝性血管性浮腫(HAE)ビジネスユニット HAE領域 東日本エリア 宮﨑文弥

Mail：Fumiya.Miyazaki@cslbehring.com Mobile：070-2163-6368

https://x.gd/S9Nm0

会場のご案内

Zoom参加のお申込み

右の二次元コードより、お申込みください。

二次元コードが読み取れない場合、下記リンクの直接入力をお願いいたします。

Web参加のご案内

遺伝性血管性浮腫（HAE）は、再発性かつ予測困難な浮腫の発作を特徴とする希少な遺
伝性疾患で、重篤な症状を伴い、場合によっては生命を脅かすこともあります。発作は
痛みを伴い、腹部、喉頭、顔面、四肢など、さまざまな部位に現れます。HAEは「原発
性免疫不全症候群」の指定難病の一つに認定されており、日本での診断・治療中の患者
は約430名と報告されています。海外では、50,000人に1人の割合で発症するとされ、日
本には約2,500人の患者がいると推定されています。
HAEはHAE 1型、2型、3型（HAE with normal C1-INH:HAEnCl）に分類され、1型と2型は血液
検査の結果と家族歴の有無により診断が可能です。HAE3型に関してはC1インヒビター活
性（C1-INH：C1-inhibitor）などが正常範囲のこともあり、通常の臨床検査だけでは診断
が難しいといえます。遺伝子検査は、家族歴がない場合（孤発のHAE 1型/2型）や、HAE
の親をもつ小児でC1インヒビター活性、補体C4濃度が基準値内の場合には有用です。
HAEにはいくつかの治療薬があり、発作出現時の対症療法（オンデマンド治療）と発作
が出現することを防ぐ予防的治療があります。

会場ではお弁当をご用意しております
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